
款 項 目

2 1 7

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 企画広報課
予算書(P)目名

秘書企画費 68

施策事業名 観光戦略

事業目的

ホテルインディゴ犬山有楽苑の進出による外国人観光客の増加、リニア中央新幹線の開通など、今後
予想される市の観光を取り巻く環境の変化に対応し、持続発展する観光地となるため、詳細な調査・
分析を基に観光戦略を策定し、戦略的な観光施策を進める。あわせて、観光関係者、地域住民やまち
づくり団体など多様な人々が集う観光まちづくり会議を開催し、観光と暮らしの調和や産業としての
成長の実現を目指す。

事業内容

●全体計画
　　・令和元年度…観光に係る詳細な調査・分析、観光まちづくり会議開催
　　・令和2年度…「犬山市観光戦略」策定、観光まちづくり会議開催
　※観光まちづくり会議は、令和3年度以降も継続的な取り組みとして開催予定

●主な事業内容
　○観光戦略の策定及び印刷
　　・附属機関である観光戦略会議、その専門部会での観光戦略策定
　　・策定した観光戦略の冊子の印刷
　○観光まちづくり会議の開催
　　・事業者、地域住民、まちづくり団体の方など、観光に関わる方が集い、「地域の課題」や
　　　「犬山観光のあるべき姿」を共に考え、共有し、「実践」までを目指す会議の開催
　　・課題解決の糸口や新たな観光ビジネスのきっかけとなる「お試し事業」の検討及び実施

●主な予算の内訳
　　・観光戦略策定支援業務委託料　　　　　　　　　　　　　 7,500千円
　　・観光戦略会議委員報酬・費用弁償　　　　　　　　　　　　 621千円
　　・普通旅費、特別旅費、アドバイザー謝礼　　　　　　　　　 372千円

事業の目標

・令和元年度に実施した調査結果を基に客観的なデータを踏まえ、今後の犬山観光の目指すべき姿を
　議論し、実践可能な観光戦略を策定する。
・多様な主体の参画による観光まちづくり会議を開催し、事業者や住民自らが観光に関する課題を認
　識し、解決に取り組める体制を整える。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

52%

 - - - - - - - 

観光戦略 8,493 4,036 0 0 4,457

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 8,493 4,036 0 0 4,457 52%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 991 0 0 0 991 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

観光振興事務 991 0 0 0 991

事業内容

●主な事業内容
　・犬山市の観光情報ホームページについて、旬な情報提供を心がけ、見やすさ、わかりやすさに配
　　慮しながら管理する。
　・公共駐車場の空き状況や犬山城の待ち時間表示等、観光客に必要な情報を随時、正確に提供す
る。
　・各種イベントなどにポスター等の広告物を提供し、観光振興を図る。
  ・観光施策事業推進に資するデータや情報等収集のため、情報誌を購入する。

●主な予算の内訳
　・犬山市観光情報ホームページ管理業務委託料　660千円

事業の目標
●事業の目標
　・適時正確な観光情報を継続して提供することにより、観光客の満足度を向上させる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

観光費 177

施策事業名 観光振興事務

事業目的
観光に関する各種情報をわかりやすく整備し、犬山への誘客増を図るとともに来訪後の利便性と満足
度を高める。

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

観光費 177

施策事業名 観光協会運営費補助

事業目的
観光振興に必要な知見とノウハウを有する犬山市観光協会に対して運営費補助を実施することで、広
域での観光振興や海外を含むメディアセールスを実現し、インバウンド需要への対応や国内誘客を推
進する。

事業内容

●主な事業内容
　○犬山の観光推進に関する体制の確立
　　・観光振興のため、観光協会の人件費の一部を補助することで事務局体制を維持・強化し、新た
　　　な観光戦略への挑戦、広域圏からの観光誘客、招聘等、法人ならではのスピード感を持ち、機
　　　動力を活かした観光推進を実現する。

●主な予算の内訳
　・犬山市観光協会運営補助金　　26,414千円

事業の目標
●事業の目標
　・観光推進の核となる協会を支援し安定的な体制強化を図ることで、犬山ブランドの構築及び観光
客の増加を進めるものである。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

観光協会運営費補助 26,414 0 0 0 26,414

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 26,414 0 0 0 26,414 100%

 - - - - - - 



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

観光費 177

施策事業名 観光客誘致

事業目的
犬山市観光協会と連携したキャンペーン等の宣伝活動の実施、各種協議会との協働による広域での観
光ＰＲ活動等を通じて犬山観光の魅力を高めるとともに、ブランドイメージを向上させ、全国、そし
て海外から犬山への観光誘客を図る。

事業内容

●主な事業内容
　〇交通渋滞緩和と観光客の安全を図るため、適宜警備員を配置する。
　○犬山観光キャンペーンの実施
　　・名古屋鉄道、犬山市観光協会と連携し、春夏秋の大規模な観光宣伝キャンペーンを実施する。
　○まつり・催事の実施
　　・犬山祭保存会等と連携し、犬山祭を実施する。
　○キャラバン等による観光宣伝の実施
　　・名古屋、首都圏、関西圏での集中キャラバンや鉄道駅を活用した観光宣伝を実施する。
　○地域連携、広域連携による観光宣伝の実施
　　・県、各種協議会、連携市町との連携による観光宣伝、集客イベントを実施する。
　○国内、国外の観光客の受入に関する体制の構築とおもてなし事業の実施
　　・城下町を中心に交通誘導体制を整え円滑な観光客の誘導を図る。
　　・訪日外国人の誘客強化の取組みと受け入れ体制を強化する。
●主な予算の内訳
　・犬山城下町交通誘導警備委託料　22,355千円
　・各協議会等負担金　　58,253千円（飛騨木曽川、国宝城郭都市、犬山集中大規模等）
　・各団体補助金　　　　 1,950千円（桃太郎あゆまつり催事等）
    ※首都圏プロモーション事業　800千円(新規事業)

事業の目標

●事業の目的
　・キャンペーンの積極展開により観光地としての魅力を高め、誘客を図る。
　・海外も含め広域での観光誘客を実現する。
　・滞在時間を延ばし観光消費額を増やす。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

75%

 - - - - - - - 

観光客誘致 88,031 1,184 0 21,011 65,836

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 88,031 1,184 0 21,011 65,836 75%

 - - - - - - 



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

観光費 179

施策事業名 観光案内所運営

事業目的
観光案内所の適正管理運営と案内機能を充実させることにより、観光客へのおもてなしと満足度を高
める。

事業内容

●主な事業内容
　・犬山駅観光案内所、及び令和2年3月に移転新設した城前観光案内所の二か所を通年で開設。来訪
者に対して正確で丁寧な観光案内を実現する。
　・運営は観光振興に関する知見とノウハウを豊富に有する犬山市観光協会に対し委託業務として発
　　注。インバウンドにも対応した安定的な管理体制を実現する。
　・年末の営業日数延長については、実施体制の構築及び混雑状況等を鑑みて検討・実施する。

●主な予算の内訳
　・犬山観光案内所運営委託料　　20,675千円（犬山駅、城前）

事業の目標

●事業の目標
　・正確で丁寧な観光案内の体制を構築し継続する。
　・インバウンド対応を充実する。
　・的確な観光案内を実現し、来訪者の満足度を高める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

観光案内所運営 22,533 0 0 22,533 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 22,533 0 0 22,533 0 0%

 - - - - - - 



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

観光費 179

施策事業名 観光施設管理

事業目的
観光トイレ、園地等広場、及び観光案内看板等の維持管理を適正に行うことで、観光地としての利便
性とイメージを高め、来訪者の満足度を向上させる。

事業内容

●主な事業内容
　○各案内看板の適正な維持補修及び管理
　　・老朽化した看板等を修繕し来訪者の安全と利便性を高める。
　○各観光トイレの定期的な清掃及び維持補修管理
　　・観光トイレ等を通年で清掃等の維持管理を行うことで清潔さを保ち、観光客の利便性を高め
る。
　　・破損等が生じたトイレの維持補修を実施する。
　○観光施設の除草剪定等の実施
　　・観光施設の除草剪定作業を定期的に実施し、施設の適切な維持管理を実現する。

●主な予算の内訳
　・公衆便所、観光施設等修繕料(二ノ宮ＷＣ、栗栖園地)　　　　　　　 2,530千円
　・観光地施設除草剪定業務委託料　　　　　　　　　　　　 　　　　　1,940千円
　・観光施設の巡回清掃及び公衆便所の清掃管理業務委託料　　　　　　10,541千円

事業の目標
●事業の目標
　・観光施設の清掃・除草・剪定・修繕等の維持管理を常時適正に行うことで、観光施設としての機
能保全と、来訪者が快適に使用していただけるような状態を維持継続する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

観光施設管理 19,172 0 0 19,172 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 19,172 0 0 19,172 0 0%

 - - - - - - 



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 1 0 0 1 0 0%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

 - - - - - - - 

観光事業振興基金積立金 1 0 0 1 0

事業内容

●主な事業内容
　○観光事業振興基金への積立
　　・犬山温泉に係る入湯税の一部を基金の財源として積み立てる。
　○観光事業振興基金の取り崩し
　　・観光振興に一時的に大きな費用が生じる場合において、基金の一部を取り崩して活用する。
　　　※令和2年度は現在のところ活用の予定なし。
　　　※入湯税が確定した後に補正予算として対応する。

事業の目標
●事業の目標
　・観光振興基金を安全かつ安定的に運用することで、一時的に多額の費用を要する事業や時代の
ニーズに沿った観光施設整備等に対して活用し、さらなる観光振興を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

観光費 179

施策事業名 観光事業振興基金積立金

事業目的
将来の観光振興に係る経費の一部を積立し、一時的に多額の費用が必要となる事業が発生した場合に
活用する。

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 57,798 0 0 57,798 0 0%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

 - - - - - - - 

木曽川うかい事業費特別会計繰出金 57,798 0 0 57,798 0

事業内容

●主な事業内容
　○木曽川うかいに係る観光宣伝
　　・各務原市との協力体制を強化し、各地での宣伝活動を実施する。
　○鵜飼に係る鵜の飼育管理
　　・鳥インフルエンザ対策など鵜の健全な管理を強化する。
　○鵜匠の育成（男性３名の正規職員、女性１名の観光協会職員）
　　・犬山の伝統漁法、木曽川の観光資源として継続していくため、取組み体制について継続して検
　　　討する。

●主な予算の内訳
　・木曽川うかい事業費特別会計操出金　　57,798千円
　　（人件費　28,306千円、事業費　29,492千円）

事業の目標

●事業の目標
　・安定した鵜飼を鵜飼期間中、継続して実施するとともに、船頭育成も継続して取組み、木曽川う
かいの保存・継承及び活性化を図る。
　・鵜飼実施市町等と連携して、保存及び活性化に係る取組みを実施するとともに、城下町から木曽
川河畔へ観光客を誘導できるよう、新たなコンテンツの構築を実現する。
　・民間宿泊施設の閉鎖（名鉄犬山ホテル2019年8月）による影響を最小限に抑えられるよう、宣伝
活動等を積極的に行いうかい観覧者数の減少を抑える。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

観光費 181

施策事業名 木曽川うかい事業費特別会計繰出金

事業目的 「木曽川うかい」を犬山の伝統文化として、保存伝承すると共に、犬山の観光資源として活用する。

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和２年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

観光費 181

施策事業名 観光駐車場管理

事業目的
キャッスルパーキングと内田観光駐車場の自動ゲート化により一体的な管理運営を行うことで、城下
町エリアに訪れる観光車両を効率的に受け入れるとともに、利用料による自主財源の確保を図る。

事業内容

●主な事業内容
　○キャッスルパーキングと内田観光駐車場を自動ゲート化し一体的な管理運営を実現する。
　　・内田観光駐車場及びキャッスルパーキングを効果的に運用する。
　　・混雑時には多目的広場を利活用し利用料を得て自主財源確保に努める。

●主な予算の内訳
　・印刷製本費（駐車券）　　　 　2,317千円
　・観光駐車場管理業務委託料　　23,968千円

事業の目標

●事業の目的
　・観光駐車場の適正な管理運営を実施することで、交通渋滞や混雑を緩和し、観光客の円滑な誘導
とストレスの軽減、及び満足度の向上を図る。
　・効率的な運用により、自主財源の確保を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

観光駐車場管理 27,328 0 0 27,328 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 27,328 0 0 27,328 0 0%

 - - - - - - 



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 31,542 0 0 31,542 0 0%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

 - - - - - - - 

一般管理 31,542 0 0 31,542 0

事業内容

●主な事業内容
　○木曽川うかいに係る観光宣伝
　　・各務原市との協力体制を強化し、各地での宣伝活動を実施する。
　○鵜飼に係る鵜の飼育管理
　　・鳥インフルエンザ対策など鵜の健全な管理を強化する。
　○鵜匠の育成（男性３名の正規職員、女性１名の観光協会職員）
　　・犬山の伝統漁法、木曽川の観光資源として継続していくため、取組み体制について継続して検
討する。
　○主な事業
　　・飼料費　3,432千円
　　・鵜飼保存・活性化委託料　9,356千円
　　　鵜所による鵜飼の保存及びPR・活性化等の取組み
　　・鵜舟・屋形船出船業務委託料　12,022千円
●その他
（効果）・木曽川うかいを伝統文化として保存し、観光資源として活用できる。
　　　　・活用することにより、観光振興、観光誘客の促進が図られる。

事業の目標

●事業の目標
　・安定した鵜飼を鵜飼期間中、継続して実施するとともに、船頭育成も継続して取組み、木曽川う
かいの保存・継承及び活性化を図る。
　・鵜飼実施市町等と連携して、保存及び活性化に係る取組みを実施するとともに、城下町から木曽
川河畔へ観光客を誘導できるよう、新たなコンテンツの構築を実現する。
　・民間宿泊施設の閉鎖（名鉄犬山ホテル2019年8月）による影響を最小限に抑えられるよう、宣伝
活動等を積極的に行いうかい観覧者数の減少を抑える。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

367

施策事業名 一般管理

事業目的 「木曽川うかい」を犬山の伝統文化として、保存伝承すると共に、犬山の観光資源として活用する。

木曽川うかい事業費特別会計

令和２年度　予算説明書

部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)特別会計名


